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中
小
企
業
に
対
す
る
脱
炭
素
要
請
の
強
ま
り

　
こ
れ
ま
で
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み

は
政
府
や
大
手
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
足
元
で
は
中
小
企
業

に
対
し
て
も
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
背
景
と
し
て
は
、

わ
が
国
政
府
が
掲
げ
る
2
0
5
0
年
脱
炭

素
目
標
な
ど
の
達
成
に
向
け
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
（
G
H
G
）
排
出
量
の
1
〜
2

割
を
占
め
る
中
小
企
業
に
お
け
る
取
り
組

み
も
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
近
年
は
、
大
手

企
業
に
お
い
て
、
自
社
事
業
に
伴
う
直
接

的
な
排
出
量
（Scope1

）
や
、
電
力
・

熱
の
使
用
に
伴
う
排
出
量
（Scope2
）

だ
け
で
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
上

流
・
下
流
に
お
け
る
間
接
的
な
排
出
量

（Scope3

）
も
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
排
出
量
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量
）
の
削
減
を
重
視
す
る
動
き
が
広
が

っ
て
お
り
、
大
手
企
業
か
ら
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
内
の
中
小
企
業
に
対
し
て
G
H
G

排
出
量
の
計
測
や
削
減
を
要
請
す
る
動
き

が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
内

外
で
上
場
企
業
に
対
す
るScope3

排
出

量
を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量

の
開
示
義
務
化
が
検
討
さ
れ
て
お
り

（
注
）、
今
後
、
中
小
企
業
に
対
す
る
脱
炭

素
要
請
は
一
段
と
強
ま
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
一
方
、
中
小
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
に

向
け
た
取
り
組
み
は
遅
れ
が
目
立
つ
。
商

工
中
金
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ

ば
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
脱
炭
素
に
向

け
た
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
8
割
以

上
の
中
小
企
業
が
具
体
的
な
取
り
組
み
に

踏
み
切
れ
て
い
な
い
（
図
表
1
）。
中
小

企
業
で
は
、
上
場
企
業
の
よ
う
な
気
候
関

連
情
報
開
示
の
要
請
な
ど
が
な
い
こ
と
に

加
え
て
、
現
時
点
で
は
、
多
く
の
中
小
企

業
は
気
候
変
動
問
題
の
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
影
響
を
十
分
に
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、

人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
資
金
な
ど
の
制
約
も

あ
る
た
め
、
気
候
変
動
対
応
に
着
手
で
き

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
気
候
変
動
対

応
で
は
、
事
業
戦
略
の
見
直
し
や
社
内
の

態
勢
整
備
（
G
H
G
排
出
量
計
測
、
リ
ス

ク
管
理
、
社
内
炭
素
価
格
等
）、
専
門
人

材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
保
、
脱
・
低
炭
素
技

術
の
導
入
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
、

中
小
企
業
の
脱
炭
素
に
向
け
た
地
方
銀
行
の
役
割

企
業
と
の
対
話
強
化
と
多
様
な
支
援
の
提
供
が
急
務

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

金
融
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

大
嶋
秀
雄

解 説

　
近
年
、
中
小
企
業
に
も
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
人
材
・

ノ
ウ
ハ
ウ
の
制
約
な
ど
も
あ
っ
て
多
く
の
中
小
企
業
は
取
り
組
め
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
に
お
け
る
気
候

変
動
対
応
の
支
援
者
と
し
て
地
方
銀
行
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
地
方
銀
行
に
は
①
幅
広
い
中
小
企
業
に
気
候
変
動

対
応
を
促
し
②
企
業
と
の
対
話
等
を
通
じ
て
各
企
業
が
直
面
す
る
課
題
を
明
確
化
し
た
上
で
③
課
題
解
決
に
向
け
た
多
様

な
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
今
後
は
、
実
際
の
排
出
削
減
や
気
候
関
連
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が
重
要
と
な
る
。

お
お
し
ま
・
ひ
で
お
　
京
大
理
学
部

卒
。三
井
住
友
銀
行
入
行
、日
本
総
合

研
究
所
調
査
部
、日
興
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
理
事
長
室
、三
井
住
友
銀
行

リ
ス
ク
統
括
部
を
経
て
、現
職
。専
門

は
金
融
機
関
の
経
営
環
境
、金
融
シ

ス
テ
ム
。
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仕
入
先
・
販
売
先
の
確
保
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
経
営

資
源
が
限
ら
れ
る
中
小
企
業
が
独
力
で
取

り
組
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

対
応
が
遅
れ
た
場
合
、
将
来
的
に
、
脱
炭

素
を
進
め
る
大
手
企
業
と
の
取
引
を
失
う

な
ど
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
が
困
難
化
す
る

恐
れ
も
あ
り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
傍

観
は
許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

支
援
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
地
方
銀
行

　
こ
う
し
た
中
、
独
力
で
の
気
候
変
動
対

応
が
難
し
い
中
小
企
業
の
支
援
者
と
し
て
、

地
方
銀
行
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。
地
方
銀
行
は
、
産
業
を
問
わ
ず
多
く

の
中
小
企
業
と
取
引
が
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
企
業
経
営
者
と
の
距
離
も
近
く
、
企

業
経
営
者
に
対
し
て
情
報
提
供
や
助
言
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
気
候
変
動
対
応
は

事
業
戦
略
の
見
直
し
や
全
社
的
な
取
り
組

み
が
必
要
と
な
る
企
業
経
営
の
問
題
で
あ

り
、
多
く
の
中
小
企
業
の
経
営
者
に
直
接

働
き
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
銀
行
は

支
援
者
と
し
て
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

方
銀
行
は
、
銀
行
の
業
務
範
囲
規
制
の
見

直
し
を
受
け
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

シ
ス
テ
ム
販
売
、
人
材
派
遣
、
地
域
商
社

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
・
社
内
管
理

か
ら
技
術
・
設
備
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
気

候
変
動
対
応
に
つ
い
て
、
多
様
な
形
で
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
銀
行
が
直

接
提
供
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
活
用
し
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
を
紹
介
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
金
融
庁
も
22
年
7
月
に

公
表
し
た
「
金
融
機
関
に
お
け
る
気
候
変

動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
」
に
お
い
て
、
銀
行
は
気
候
変
動
問
題

が
顧
客
企
業
に
も
た
ら
す
機
会
お
よ
び
リ

ス
ク
を
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
に
捉
え

て
戦
略
的
に
対
応
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
、
投
融
資
先
に
対
す
る
多

様
な
支
援
の
提
供
を
求
め
て
お
り
、
具
体

的
な
支
援
事
例
と
し
て
①
事
業
計
画
策
定

の
支
援
と
い
っ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
②

気
候
関
連
リ
ス
ク
の
軽
減
や
気
候
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
に
向
け
た
資
金
支
援
③
産

学
官
金
連
携
に
よ
る
地
域
全
体

の
脱
炭
素
支
援
と
い
っ
た
面
的

な
支
援
の
提
供
―
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
（
図
表
2
）。

　
な
お
、
地
方
銀
行
に
と
っ
て

も
投
融
資
先
で
あ
る
中
小
企
業

に
お
け
る
脱
炭
素
の
推
進
は
重

要
で
あ
る
。
投
融
資
先
の
脱
炭

素
が
遅
れ
た
場
合
、
脱
炭
素
を

進
め
る
大
手
企
業
と
の
取
引
減

少
な
ど
に
よ
っ
て
投
融
資
先
の

業
績
が
悪
化
し
て
信
用
リ
ス
ク

が
高
ま
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、

地
方
銀
行
に
と
っ
て
投
融
資
先

の
排
出
量
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ド

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
はScope3

排
出
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
地

方
銀
行
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
排
出
量
の
削
減
に
向
け

て
も
投
融
資
先
の
排
出
削
減
が

必
要
と
な
る
。

地
方
銀
行
に
お
け
る
気
候
変
動
対
応
の
現
状

　
実
際
に
、
多
く
の
地
方
銀
行

が
気
候
変
動
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。
東
証
プ
ラ

イ
ム
市
場
に
お
け
る
気
候
関
連

開
示
の
義
務
化
や
日
銀
の
気
候

変
動
対
応
オ
ペ
な
ど
の
後
押
し

も
あ
っ
て
、
21
年
以
降
、
気
候

関
連
開
示
の
枠
組
み
で
あ
る

T
C
F
D
に
賛
同
す
る
地
方
銀

行
が
急
増
し
て
お
り
、
す
で
に

大
半
の
地
方
銀
行
が
気
候
関
連

の
情
報
開
示
を
行
っ
て
い
る
。

T
C
F
D
に
基
づ
く
情
報
開
示

は
投
資
家
に
対
す
る
情
報
提
供

で
は
あ
る
が
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

「
戦
略
」「
リ
ス
ク
管
理
」「
指

標
と
目
標
」
の
四
つ
の
項
目
に

沿
っ
た
広
範
な
情
報
開
示
が
求

0 20 40 60 80 100

実施 検討 対応なし

17%

11%

2023年
調査

2021年
調査

（%）

（出所）商工中金「中小企業のカーボンニュートラルに関する意識調
査」（2021年7月調査、2023年7月調査）

〈図表1〉中小企業における脱炭素の取り組み状況

事例1　コンサルティング
■ 気候関連リスク・機会に関する課題解決の支援
　 ⇒事業計画策定支援、GHG排出量計測支援、脱炭素

技術を持つ企業のマッチングなど

事例2　成長資金などの提供
■ 投融資先の気候変動対応による収益機会創出やリス
ク軽減を勘案した資金提供
⇒債券・ローン、ファンド等を通じた資金供給

事例3　面的な企業支援
■ 産業、サプライチェーン全体の脱炭素支援
■ 産学官金連携での地域全体の脱炭素支援

（出所）金融庁「金融機関における気候変動への対応
についての基本的な考え方」を基に日本総研
作成

〈図表2〉金融庁が示した金融機関による
脱炭素支援事例

（注）　国際会計基準を策定するIFRS財団が設置した国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）が2023年6月に公表した気候関連開示基準では、企業に対し
てScope3を含めたサプライチェーン全体の排出量の開示を求めており、わが国でも同様の基準が2025年度以降に導入される予定である。
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め
ら
れ
て
お
り
、
情
報
開
示
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
社
の
気
候
関
連
リ
ス
ク
・
機
会

の
理
解
深
耕
や
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
立
案
、

リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
な
ど
に
つ
な
が

る
。
つ
ま
り
、
T
C
F
D
へ
の
対
応
を
通

じ
て
地
方
銀
行
の
気
候
変
動
対
応
が
後
押

し
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
も
っ
と
も
、
開
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的

な
取
り
組
み
を
見
る
と
、
メ
ガ
バ
ン
ク
に

比
べ
て
地
方
銀
行
に
お
け
る
取
り
組
み
は

遅
れ
て
い
る
（
図
表
3
）。
社
内
の
態
勢

整
備
で
は
、
地
方
銀
行
で
も
専
門
委
員
会

の
設
置
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

踏
ま
え
た
経
営
方
針
・
与
信
方
針

の
策
定
な
ど
は
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
メ
ガ
バ
ン
ク
に
見
ら
れ
る

E
S
G
連
動
役
員
報
酬
制
度
の
導

入
や
、
ト
ッ
プ
リ
ス
ク
・
リ
ス
ク

ア
ペ
タ
イ
ト
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

い
っ
た
具
体
的
な
リ
ス
ク
管
理
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
へ
の
組
み
込
み

な
ど
は
限
ら
れ
、
気
候
関
連
リ
ス

ク
・
機
会
の
定
量
的
な
影
響
分
析

（
シ
ナ
リ
オ
分
析
）
の
実
施
も
半

数
程
度
に
と
ど
ま
る
。
投
融
資
先

へ
の
対
応
で
は
、
地
方
銀
行
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

実
行
額
の
目
標
設
定
な
ど
は
広
が

っ
て
い
る
も
の
の
、
メ
ガ
バ
ン
ク
で
見
ら

れ
る
広
範
な
投
融
資
先
と
の
対
話
（
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
や
投
融
資
先
の
移
行
戦

略
評
価
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
導
入
、
支
援

強
化
に
向
け
た
人
材
育
成
計
画
の
策
定
と

い
っ
た
取
り
組
み
は
今
の
と
こ
ろ
少
な
い
。

ま
た
、
排
出
削
減
に
向
け
た
目
標
設
定
に

つ
い
て
も
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ド
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
計
測
し
て
い
る
地
方
銀
行
は
3
割

弱
に
と
ど
ま
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク
が
行
っ
て

い
るScope3

排
出
量
を
含
め
た
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
目
標
の
設
定
や
高
排
出
セ
ク
タ
ー
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ド
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
削
減

計
画
の
策
定
な
ど
は
限
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
、
地
方
銀
行
は
投
融
資
先
の
気

候
変
動
対
応
を
し
っ
か
り
と
支
援
で
き
る

よ
う
、
体
制
整
備
等
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
方
針
の
検
討

　
地
方
銀
行
が
気
候
変
動
問
題
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
地

域
特
性
の
把
握
が
重
要
と
な
る
。
産
業
や

企
業
規
模
な
ど
に
よ
っ
て
G
H
G
排
出
量

の
多
寡
や
排
出
削
減
の
難
易
度
、
必
要
な

対
応
は
異
な
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
地

方
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
支
援
も
異
な
る
。

例
え
ば
、
経
済
活
動
別
県
内
総
生
産
を
見

る
と
、
愛
知
県
は
輸
送
機
器
産
業
、
山
口

県
は
化
学
・
石
油
製
品
産
業
の
ウ
エ
ー
ト

が
大
き
く
、
部
門
別
の
C
O2
排
出
量
を

見
て
も
、
愛
知
県
や
山
口
県
は
製
造
業
等

の
産
業
部
門
が
排
出
量
の
多
く
を
占
め
て

い
る
（
図
表
4
、
5
）。
産
業
に
よ
っ
て

脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
は
大
き
く
異

な
り
、
経
済
産
業
省
が
策
定
し
た
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
向
け
た
分
野

別
の
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
例

え
ば
、
自
動
車
分
野
で
は
、
電
動
車
・
蓄

電
池
の
開
発
や
製
造
工
程
に
お
け
る
省
エ

ネ
・
燃
料
転
換
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
・
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
整
備
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
化
学
分

野
で
は
、
ナ
フ
サ
分
解
の
プ
ロ
セ
ス
改
善

や
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料
と
し
た
基
礎
化
学

品
の
生
産
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ

ー
等
の
強
化
部
材
の
開
発
な
ど
が
必
要
と

さ
れ
る
。
ま
た
、中
小
企
業
で
は
、人
材
・

ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
制
約
が
あ
る
ほ
か
、
外
部

認
証
等
が
必
要
な
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
な
ど
の
金
融
ス
キ
ー
ム
の
活
用
も
難
し

く
、
大
手
企
業
と
は
異
な
る
支
援
が
求
め

ら
れ
る
。
地
方
銀
行
は
、
投
融
資
先
の
産

業
構
成
や
企
業
規
模
構
成
な
ど
も
踏
ま
え

て
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
取
り
組
み
方
針

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
地
方
銀
行
が
気
候
変
動
対
応
を

進
め
る
上
で
他
の
地
方
銀
行
や
メ
ガ
バ
ン

ク
に
お
け
る
先
行
事
例
等
の
外
部
知
見
の

活
用
は
有
効
で
は
あ
る
も
の
の
、
産
業
構

造
な
ど
の
違
い
か
ら
外
部
知
見
を
そ
の
ま

ま
活
用
し
に
く
い
領
域
が
あ
る
点
に
は
留

意
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
構
築
や
情
報
収

集
・
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
は
外
部
知
見

が
活
用
し
や
す
い
一
方
、
具
体
的
な
気
候

関
連
リ
ス
ク
・
機
会
の
評
価
や
投
融
資
先

の
支
援
等
は
外
部
知
見
を
活
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
、
各
行
に
お
い
て
地
域
特
性

な
ど
を
踏
ま
え
て
適
し
た
手
法
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

TCFD開示

TCFDレポート等

ESG連動の役員報酬

定量的なシナリオ分析

トップリスク等へ組み込み

Scope1/2排出量

投融資先の排出量

Scope1/2ネットゼロ

Scope1/2/3ネットゼロ

サステナブルファイナンス実行額

開示

ガバナンス
戦略

リスク管理

排出量計測

目標設定

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

△

×

〇

×

△

×

〇

メガバンク項目 地方銀行

（注）23年11月時点。〇は対象行（グループベース）の2/3以上、△=1/3
以上・2/3未満、×は1/3未満。

（出所）各社公表資料を基に日本総研作成

〈図表3〉国内銀行における主な施策の取組状況
（メガバンク、地銀）
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地
方
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

　
そ
れ
で
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
気
候

変
動
対
応
を
後
押
し
す
る
た
め
に
地
方
銀

行
に
は
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
一
つ
め
は
、
広
範
な
中
小
企
業
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
わ
が
国
全
体
の
脱
炭

素
の
実
現
に
は
、
特
定
の
産
業
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
企
業
だ
け
で
は
な
く
、

3
0
0
万
社
を
超
え
る
わ
が
国
の
中
小
企

業
が
全
体
と
し
て
脱
炭
素
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
り
、
広
範
な
中
小
企
業
に
対
し
て

脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
す
必
要

が
あ
る
。
特
に「
現
時
点
で
は
対
応
不
要
」

と
考
え
て
い
る
中
小
企
業
な
ど
は
自
発
的

に
動
か
な
い
た
め
、
地
方
銀
行
が
能
動
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　
二
つ
め
は
、
積
極
的
な
対
話
（
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
）
に
よ
る
課
題
の
明
確
化
で

あ
る
。
多
く
の
中
小
企
業
は
気
候
変
動
問

題
の
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
を
十
分
に

把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
地
方
銀
行
に
は
、

積
極
的
な
対
話
を
通
じ
て
各
企
業
に
お
け

る
気
候
変
動
問
題
へ
の
理
解
を
促
す
と
と

も
に
、
G
H
G
排
出
量
の
計
測
や
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
分
析
な
ど
を
後
押
し
て
、
各
企

業
が
気
候
変
動
対
応
を
進
め
る
上
で
の
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
排
出
削
減
に
向
け
た
課
題
だ
け
で

は
な
く
、
気
候
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に

向
け
た
課
題
を
見
極
め
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
課
題
を
見
極
め

る
た
め
に
は
、
気
候
変
動
対
応
に
関
す
る

知
見
に
加
え
て
、
各
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
保
有
す
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
関
す
る
深
い
理

解
が
必
要
と
な
る
。
地
方
銀
行
は
、
繰
り

返
し
対
話
を
行
っ
て
投
融
資
先
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
中
核
産
業
な
ど
を
中
心
に
、
技
術

面
な
ど
の
専
門
知
識
を
蓄
積
す
る
こ

と
も
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
三
つ
め
は
、
多
様
な
支
援
を
提
供

で
き
る
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
今
後

は
、
情
報
提
供
や
排
出
量
計
測
と
い

っ
た
入
り
口
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
の
排
出
削
減
や
気
候
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が
重
要
と
な
る

た
め
、
地
方
銀
行
に
は
、
各
企
業
が

直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
応
じ

て
、
多
様
な
支
援
の
提
供
が
求
め
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
、
地
方
銀
行
が
あ

ら
ゆ
る
支
援
を
手
掛
け
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
な
く
、
地
方
銀
行
は
注
力

分
野
を
選
定
し
て
人
材
・
シ
ス
テ
ム
等
に

集
中
的
に
投
資
を
行
っ
て
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
一
方
、
そ
の
他
の

分
野
で
は
専
門
企
業
等
と
の
提
携
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地
方
銀
行

が
窓
口
と
な
っ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
多
様

な
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
で
き

れ
ば
、
中
小
企
業
の
気
候
変
動
対
応
を
円

滑
に
支
援
で
き
る
だ
ろ
う
。

秩
序
あ
る
移
行
に
向
け
て

　
中
小
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
の
取
り
組

み
が
遅
れ
た
場
合
、
わ
が
国
全
体
の
脱
炭

素
の
実
現
が
危
ぶ
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

対
応
が
遅
れ
た
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
が

困
難
に
な
る
な
ど
し
て
、
わ
が
国
の
産
業

競
争
力
や
実
体
経
済
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
も
あ
る
。
地
方
銀
行
に
は
、
広
範

な
中
小
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
対
話
等

を
通
じ
て
各
企
業
が
抱
え
る
課
題
を
明
確

化
し
た
上
で
、
他
社
と
の
連
携
も
活
用
し

て
、
各
企
業
の
課
題
解
決
に
必
要
な
支
援

を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
地
方
銀
行
が
地
域
の
中
小

企
業
に
お
け
る
気
候
変
動
対
応
を
し
っ
か

り
と
後
押
し
で
き
れ
ば
、
わ
が
国
の
円
滑

な
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
も
つ
な
が
る

だ
ろ
う
。

0 50 100（%）
農林水産業
化学・石油製品
電機・電子部品・通信機器等
卸・小売・飲食・宿泊

食品製造
輸送機器
その他製造
その他非製造・公共等

東京都

大阪府

愛知県

栃木県

山口県

宮崎県

0 50 100（%）
産業部門
家庭部門

業務その他部門
一般廃棄物

運輸部門

東京都

大阪府

愛知県

栃木県

山口県

宮崎県

（出所）内閣府「県民経済計算」

〈図表4〉経済活動別県内総生産
（一部都府県抜粋、名目、2019年度）

（注）産業部門は製造業等、業務その他部門は非製造業等。
（出所）環境省を基に日本総研作成

〈図表5〉CO₂排出量部門別構成
（一部都府県抜粋、2020年度）


